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1.緒 言

本研究の第1編1)に おいて,成 熟家兎の片側の耳

介背側に同種皮膚移植を行ない,そ れに対する局所

リンパ節(耳 介根部 リンパ節)の 増生反応を,リ ン

パ節の重量, DNAお よびRNA含 量 の増加率を指

標として定量的に追求 した.本 編はその続編をなす

もので,そ の目的は同じ実験系を用いて同種皮膚移

植片の生着期間および局所 リンパ節の反応に及ぼす

complete Freund's adjuvantの 影響を検討するにあ

る.

同種移植片の拒否現象が免疫反応に基ず くことは

もはや疑問の余地はないが,第1編1)に 述 べ た如

ぐ 拒否現象と局所 リンパ節の反応の強さとの関係

をみると,リ ンパ節の増生反応の極期 と拒否現象の

始まる時期とがよ く一致 し,ま た移植片の生着期間

が著 しく短縮 され る第2次 反応においては局所 リン

パ節の反応の極期が早まり,か つ反応の強さも著 し

く増す.こ のように,同 種移植片の拒否現象と局所

リンパ節の増生反応の強 さとの間には密接な関係が

あるが,後 者をFreund's adjuvantに よつて増強 し

た場合に,同 種皮膚移植片の生着期間が短縮される

か否かを吟味することは,上 記の両者の関係をさら

に明瞭にするために有意義である.

Freund's adjuvaat,と くに熱殺抗酸菌の菌体を含

むcomplete Freund's adjuvantは リンパ節の増生反

応を著 しく増強 す ることが, RUPPら(1960)2),

 Steinerら(1960)3), Moorら(1963)4), Schcenberg

ら(1963)5)に よつて 明らかに されて いる.ま た,

 Freund's adjuvaatを 蛋白抗原 とともに注射すると,

抗体産生が著 しく促進 されることは,古 くか らよく

知られている,そ こで, Freund's adjuvantに よ り

同種皮膚移植片に対する宿主の抗体産生も促進され

ることが予想された.

II.実 験 材 料 お よぴ 方 法

1.実 験 動 物

市 販 の 雑 系 家 兎(体 重2.0～3.0kg)を1～2週

間 教 室 の標 準 食 に よつ て 飼 育 した 後 実 験 に用 い た.

と くに耳 介 に炎 症 な どの 異 常 を 認 め な い もの を厳 選

し,実 験 中 に体 重 減少 の 著 しい もの は除 外 した

2.実 験 方 法

厳 選 した 正 常 家 兎 の左 側 の耳 介 背 側 に,本 研 究 の

第1編1)に 述 べ た と同 じ方 法 で3.0×1.5cmの 長 方

形 の 全 層 同 種皮 膚 移植 を 行 な い,同 時 にcomplete

 Freund's adjuvantを 腹 腔 内に 投 与 し,移 植 皮 膚 片

の 生着 状 態 を観 察 す る と と も に,移 植 後3日 目, 5

日 目, 7日 目, 10日 目, 14日 目,お よび21日 目に両

側 耳 介 根 部 の局 所 リンパ 節 を 摘 出 し,リ ンパ 節 の重

量, DNAお よびRNA含 量 を 測 定 した(本 研 究 の

第1編1)に 述 べ た よ うにSchneider変 法 に よ り 核

酸 を 抽 出 し, Diphenylamin反 応 に よつ てDNA含

量 を,そ してOrcinol反 応 に よ つ てRNA含 量 を

測 定 した).そ して,リ ンパ 節 の重 量, DNA含 量 な

らび にRNA含 量 に つ い て,そ れ ぞれ 対 照 側 の 値 を

基 準 と して,実 験 例 の値 を 百分 比 で あ らわ した.

本 実 験 に 用 い たcomplete Freund's adjuvantは

DIFCO製 で,流 動 パ ラ フ ィ ン で あ るBayol F 8.5

mlに 表 面 活性 剤 で あ るArlacel A 1.5mlを 混 じ,

これ に 熱 殺Mycobacterium butyricum菌 体5mg

を加 え た もの で あ る.こ の よ うなcomplete Freund's

 adjuvant 0.5mlを 同 量 の 生 理 的 食 塩 水 に 混 じ,

 water-in-oilのemulsionと し て 移 植 当 日腹 腔 内 に

注 入 した.

III.実 験 成 績

25羽 の家 兎 に本 実 験 を 行 な つ たが, 1例 に 化 膿 を

認 め,本 実 験 例 か ら除 外 した.移 植 皮 膚 片 の 脱 落 が
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終了するまで観察ので きたのは13例,生 着期間は

7～14日 で,平 均生着期間は9.3±0.41日 で あつ

た,こ れは第1次 同種皮膚移植の場合の平均生着期

間9.5±0.28日 とほとん ど変 らない(図1).

図1. 同種皮膚移植片の生着期間に及ぼす

complete Freund's adjuvantの 影響

Survival time of homograft in 13 rabbits, 
together with intraperitoneal injection of 
complete Freund's adjuvant (0.5ml)

局所 リンパ節の反応の経時的変化(表1,図2-

5)を み ると,リ ンパ節の重量, DNAお よびRNA

含量 は同種皮膚移植後ほぽ平行 して増加 し, 7日 目

に最大値に達 し,以 後漸減 し, 21日 目にはほとんど

対照側の値 と同じになる.す なわち,第1次 同種皮

膚移植の場合と同じく, 7日 目をピークとする1峯

性の増殖反応を示すが,反 応極期における リンパ節

の重量, DNAお よびRNA含 量 の平均増加率がそ

れぞれ265%, 348%,お よび347%で,第1次 同

種皮膚移植の場合の平均増加率(そ れぞれ182%,

図2. 同種皮膚移植に対する局所 リンパ節の反

応に及ぼすcomplete Freund's adjuvant

の影響.リ ンパ節の反応の大きさを重量

の増加率であらわす.

DAYS AFTER OPERATION

 (Homograft with adjuveat)

表1　 同 種 皮 膚 移 植 に 対 す る局 所 リンパ 節 の 反 応 に

及 ぼすcomplete Freund's adjuvantの 影 響
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図3. 同 種 皮 膚 移 植 に 対 す る 局所 リ ンパ 節 の 反

応 に 及 ぼ すcomplete Fieund's adjuvant

の 影 響.り ン バ 節 の 反 応 の 大 き さ を

DNA-P含 量 の 増 加 率 で あ らわす.

212%お よび221%)に 比 し明らかに増大 しているの

が認められた.と くにDNAお よびRN9含 量の増

加率の増大が著明であり,こ れは局所 リンパ節の反

応が著しく増強されていることを示す(図2-5).

そ してこの反応極期の7日 目は拒否現象(rejection)

の始 まる時期に相当し,拒 否現象の終了する10日 目

には上記3つ の平均値はそれぞれ130%, 141%,お

よび140%に 減少 し,そ れ以後さらに減少 して21日

目にはほとんど対照側の値と同 じになる.

図4. DAYS AFTER OPERATION

 (Homograft with adjuvant)

図5. DAYS AFTER OPERATION

 (Homograft with adjuvant)

図4. 同種 皮 膚 移 植 に対 す る局所 リンパ 節 の 反

応 に及 ぼ すcomplete Freund's adjuvant

の影 響.リ ンパ 節 の 反 応 の 大 き さ を

RNA-P含 量 の 増 加 率 で あ ら わ す.

図5. 同 種 皮 膚 移 植 に 対 す る 局所 リ ンパ 節 の 反

応 に 及 ぼ すcomplete Freund's adjuvant

の 影 響,リ ンパ 節 の 反 応 の 大 き さ を 重量,

 DNAｰP お よびRNA-P含 量 の平 均 増加

率 で ま とめ て あ らわ す.
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1V.考 察

上に述べたように, complete Freund's adjuvantの

腹 腔内注射によつて,同 種皮膚移植片に対する局所

リンパ節の増生反応は著 しく増強 され るにも拘らず

同種皮膚移植片の生着期間は全然短縮 されない.こ

のことから, complete Freund's adjuvantは 局所 リ

ンパ節における非特異的な細胞増殖を促進するが,

移植皮膚片の拒否現象,換 言すれば抗体の産生に直

結する細胞増殖には影響を及ぽさないといえる.

さ きに教 室 の三原(1966) 61は,蛋 白抗原 と

Freund's adluvantを 用いて動物を免疫す ると,ー局所

リンパ節におけるリンパ球その他の免疫適格細胞の

非特異的増殖がまずおこり,そ れが抗体産生に直結

する特異的増殖に転化することを立証 した.本 実験

の成績からみると,移 植免疫においては, Freund's 

adjuvantに よつて ひきおこされる局所 リンパ 節の

非特異的増生反応は,抗 体産生に直結す る特異的増

生反応に転化 されないといわねばならない.

V.結 語

成熟家兎の片側の耳介背側に同種皮膚移植を行な

い,局 所 リンパ 節 の増生反応 に及 ぼすcomplete

 Freund's adjuvantの 影響 を検討し,つ ぎのことが

明らかにされた.

1. complete Freund's adjuvantの 腹腔内注射に

よつて,同 種皮膚移植片に対する局所 リンパ節の増

生反応は著 しく増強され るにも拘らず,同 種皮膚移

植片の生着期間は全然短縮 されない.

2.こ の ことか ら,移 植免疫においては, Freund's

 adjuvantに よつてひきおこされる局所 リンバ節の非

特異的増生反応が,抗 体産生に直結する特異的増生

反応に転化されないといえる.
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The Response of the Regional Lymph Node to Skin Homografts

II. Effects of complete Freund's adjuvant on the response 

of the regional lymph node

by

Yuzo Goto
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 and let Department of Anatomy (Director: Prof. B. Osogoe) 

Okayama University Medical School

By homografting of skin on the dorsum of the left ear of adult rabbits, the effects of 
complete Freund's adjuvant on the response of the regional lymph node have been studied. 
The essential results obtained are as follows:

1) The proliferative response of the regional lymph node to skin homografts is markedly 
increased by a single intraperitoneal injection of complete Freund's ajuvant, whereas the skin 
homograft survival is not shortened at all.

2) The results indicate that in transplantation immunity the nonspecific proliferative 
response of the regional lymph node elicited by complete Freund's adjuvant is not converted 
into the specific one which ultimately leads to the formation of antibody.


